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centralionとまわ bの ion の振動を考慮することにより説明出来るt2)
ここでは特にD4b の対称性を持つ禽イオンたおいて一般にd一電子 1個か








とを仮達 し､さらに d4-d7では low spinを仮定 して Sもrongfieldの近
似を使 う｡以上の方法でエネルギー準位の対称性を求めた結果をまとめれば次
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毒3.振動 モ - ド の 対 称 性
3･能卜Siも e の d 方 向 の 変 位を u31 とすれば振動に関す る永年方程式 は下の
様にをる｡
ト0 2 8 a d qj･3･t･ノ酵 1-0
Aを対角化するユニタ リ-変換をUとすれば a･Bに属するnomalmod-eは
Es- IUs･･ja uJq (a- 1･2･-･3n)
3.a















但し Ⅹp は electricvec七orの成分で .㌘云(I)Jl･Es-は電子 と分子振動 と
の相互作用であるO
遷移確率がゼロでをいためには中間状態が ungerad息でをけ･*ばならをい｡
従って中間状態としては上の 4P状態か ら出て来る十状態が取 り入れ られをけれ












肇5 -2; A A A





3瓦5l. 2; I_A A .A(I,カ十 - _
3A25 7, 乞 A､ A~ A
鉄族鐙 イオン
臣/']
一字A1才 ZBlg 2A2g 苧E5 2B2_9
2Eg.A:1 a A pA A A A
2豆5 (x,yI). A ◆A A A A
咽5 2A25 2.B25
J2ヨ王ダ 21 旦ニj F F(x,Iy:)Y A∴ 一冬 A
2Alg Z J旦 b7 F
E∃
2Alg -2軸 2一B2g_ 2Blg
2Alg Z A F A(x'申 ~ Ai







その結果を軸方向に縮んで D4h把をる場合酎 ま2B25(dl), 3軸 (d2),
3A2g(d4) ,2軸 (dS),2Blグ(d7),2Alダ(d9)又伸びて D4hにをる場合に
･は 2玉:Ga担1),3A2才(d2). 3Eダ(d4),2B2ダ(dS),2Alg(d7), 231グ担9),
が ground stateにをる｡
この賂菜 と蜜択則とから前者では dl,d4 が 後者では d5 が､ また d3,
d6,d7, が は何れの場合においても 蓋1で述べた意味での二色性を示す可
能性があり､ d2 ほどちらの場合にも二色性を示す可能性は貴いと考点られる｡
以上により二色性の実験の可能性に対する極i大ぎつばを oo皿皿en七を与え
る事が出来たと思うq Lかしこの COmmenもをより正確にするために吸収強度
の比､吸収スペク トルの温度依存性等について考えをければをら貴いOそのた
めもし実験デ-クー等について勧一報下されば幸いである｡
終りにいろいろ御指導下さった渡辺宏先生に感謝致します｡
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